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このガイドについて

このガイドでは、 Novell® iManager 2.6 をインス トールする方法について説明します。 この
ガイドはネッ ト ワーク管理者を対象としており、 次のセクションから構成されています。

9 ページの第 1 章 「iManager のインス トール」

31 ページの第 3 章 「役割ベースサービスの更新」

29 ページの第 2 章 「iManage へのアクセス」

33 ページの第 4 章 「Novell プラグインモジュールのインス トール、 使用、 アンイン
ス トール」

その他のマニュアル

iManager 2.6 管理ガイ ド  (http://www.novell.com/documentation/imanager26)

Apache HTTP サーバ (http://httpd.apache.org)

Tomcat サーブレッ ト コンテナ (http://jakarta.apache.org/tomcat)

Java* Web サイ ト  (http://java.sun.com)

Microsoft* Windows* Web サービス  (http://www.microsoft.com/technet/treeview/
default.asp?url=/technet/prodtechnol/iis/default.asp)

Novell eDirectoryTM 製品ホームページ (http://www.novell.com/products/edirectory)

Novell eDirectory 製品マニュアル (http://www.novell.com/documentation/edirectory.html)

Novell eDirectory Cool Solutions コ ミ ュニティ  (http://www.novell.com/coolsolutions/nds)

Novell NetWare® マニュアルホームページ (http://www.novell.com/documentation/
netware.html).

Novell Technical ServicesSM (http://support.novell.com)

マニュアルの更新

最新のマニュアルについては、 iManager 2.6 (http://www.novell.com/documentation/
imanager26/index.html) を参照してください。

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、 不等号 (>) を使用して、 操作手順の動作、 およびクロス リ ファレ
ンスパス内の項目を区切り ます。

商標記号 （®、 TM など） は、 Novell の商標を示します。 アスタ リ スク (*) はサードパー
ティの商標を示します。

パス名の表記に円記号 (\) を使用するプラ ッ ト フォームとスラ ッシュ (/) を使用するプ
ラ ッ ト フォームがあ り ますが、 このマニュアルでは円記号を使用します。 Linux* や
UNIX* などのよ うにスラ ッシュを使用するプラ ッ ト フォームの場合は、 必要に応じて
円記号をスラ ッシュに置き換えてください。
このガイドについて 7
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1 iManager のインストール

Novell® iManager では、 ブラウザベースのツールからネッ ト ワーク全体を監視するこ と
ができるので、 刻々と変化するネッ ト ワークの需要を事前に評価して対応するこ とが
できます。

iManager を使用する と、 Novell eDirectoryTM や、 Novell Open Enterprise Server、 Nsure 
Identity Manager、 Identity and Access Management Audit （以前の Nsure® Audit）、 Border 
Manager®、 Virtual Directory Services などの多くの Novell 製品やサードパーティ製品を
管理できます。 この中央集中型の管理システムを使用する と、 管理における無駄や不
必要な費用を削減できるため、 時間と コス ト を節約できます。

概要

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

9 ページの 「バージ ョ ン 2.6 の新機能」

12 ページの 「iManager 2.6 のサーバベースバージ ョ ンと ク ライアン トベースバー
ジ ョ ン」

12 ページの 「インス トール条件」

14 ページの 「自己署名証明書」

14 ページの 「新しいバージ ョ ンの iManager のインス トール」

バージョン 2.6 の新機能

Novell iManager 2.6 では、 プラグインモジュールのダウンロードが強化され、
Novell Virtual Directory Services と統合されています。

iManager 2.6 のインス トール処理中に新しい画面が表示され、 使用可能なプラグインのデ
スク リプタファイルを参照する URL を表示します。 （この URL は変更できますが、 URL
の参照先となる Web サーバファイル上に XML デスク リプタファイルが必要です。）

デスクリプタファイル

デスク リプタファイルは、 使用可能なプラグインに関する情報を記載した XML ファ イ
ルです。 このデスク リプタファイルで使用する XML は、 次のとおりです。

<modules>

<module>

<!-- Mandatory.  The "selected" attribute may be omitted (default is false) 
-->
iManager のインストール 9
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<moduleID selected="true"></moduleID>

<!-- Mandatory.  The name of the npm file as it will appear on the file system 
(ex: base.npm). -->

<filename></filename>

<!-- Mandatory.  The version found in the plug-in manifest file. -->

<version></version>

<!-- Mandatory.  The url to the npm file.  The "type" attribute is only used 
when a plug-in is inside a zip, tar or tar.gz file -->

<url type="zip|tar|targz"></url>

<!-- Optional.  The minimum version of iManager that this plug-in will work 
on -->

<min-required-version></min-required-version>

<!-- Optional.  The maximum version of iManager that this plug-in will work 
on -->

<max-required-version></max-required-version>

<!-- Mandatory.  The description for this module.  The "lang" attribute can be 
used to localize the descriptions (if omitted the default is "en"). -->

<description lang="en"></description>

<!-- Optional.  The operating system(s) this module will run on.  If omitted 
the default is all.  Valid values are: netware, linux, windows, solaris, hpux, 
aix. -->

<os></os>

</module>

</modules>

社内でのプラグインの提供に内部サーバを使用する場合は、 Web サーバにデスク リプ
タファイルを保存して、 この情報の取得が必要なすべての iManager サーバから URL を
使用してこの情報にアクセスできるよ うにします。 インス トール中に、 モジュールの
ダウンロードページで URL を変更できます。

iManager のインス トール後、 config.xml ファ イルに次の設定を追加して、 カスタム Web
サーバからモジュールの情報を取得できるよ うにします。

<setting>

<name><![CDATA[ModuleDownloadDescriptorURL]]></name>

<!-- This is the URL to the custom module descriptor file (ex: http://
127.0.0.1/iman_mod_desc.xml) -->

<value><![CDATA[ カスタム URL をこ こに記入 ]]></value>

</setting>
10   Novell iManager 2.6 インストールガイド
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iManager サーバでサポートされるプラットフォーム

オペレーティングシステム

NetWare® 6.5 SP3

Open Enterprise Server (NetWare)

Windows* 

Windows 2000 Advanced Server SP4

Windows 2000 Professional SP4

Windows Server 2003 

Solaris*

Solaris 9

Solaris 10

Linux

Red Hat* Advanced Server 3.0 および 4.0

SUSE® Linux Enterprise Server (SLES) 8 および 9
Open Enterprise Server (SLES 9) SP1

HP-UX* 11i

アプリケーションサーバ

Tomcat  

4.1.29 （HP-UX のみ）

4.1.30

注 : Tomcat 5.0 および Java 1.5.xはサポート外

Web サーバ

Apache 2.0.49 for OES Linux

Apache 2.0.52 

インターネッ ト インフォ メーシ ョ ンサービス (IIS) 5 および 6

ブラウザ

IE 6 SP1

Mozilla* 1.7.6

Mozilla Firefox* 1.0.6

ディレクトリサービス

eDirectory 8.7.3

eDirectory 8.8
iManager のインストール 11
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Mobile iManager サーバでサポートされるプラットフォーム

Linux

SUSE Linux Professional 9.1、 9.2、 および 9.3

Red Hat Enterprise Linux Work Station 3 および 4

Novell Linux Desktop (NLD) 9 SP1 および SP2

Windows

Windows XP Professional SP2

Windows 2000 Professional SP4

iManager 2.6 のサーバベースバージョンとクライアントベースバー
ジョン

iManager 2.6 のサーバベースバージ ョ ンは、 iManager と呼ばれ、 eDirectory ツ リーにア
クセスできるサーバ上にインス トールされます。 ク ラ イアン トベースバージ ョ ンは
Mobile iManager と呼ばれ、 サーバではなく ク ライアン ト ワークステーシ ョ ン上にイン
ス トールされます。 どちらのバージ ョ ンがご使用の環境に最も適しているのか、
eDirectory 管理ポリシーでは両方のバージ ョ ンをインス トールするのが有効であるのか
ど うかを判断するには、 次のガイ ド ラインに従ってください。

一人の管理者が、 常に同じク ライアン ト ワークステーシ ョ ンから eDirectory を管理
している場合、 Mobile iManager を有効に活用できます。 Mobile iManager は、 ほと
んどセッ ト アップの必要がなく、 起動したりシャ ッ ト ダウンした りする と、 使用す
る リ ソースが開始したり停止したり します。 Mobile iManager をラ ップ ト ップにイ
ンス トールすれば、 管理者がどこにいても常に使用できます。

iManager プラグインでは、 iManager インスタンス間の同期化を自動的に行いませ
ん。 カスタマイズされたプラグインを複数の管理者が使用している場合は、 Mobile 
iManager と これらのプラグインが各管理者のクライアン ト ワークステーシ ョ ンに
インス トールされている必要があ り ます。

複数のク ライアン ト ワークステーシ ョ ンから eDirectory を管理しており、 また、 管
理者が複数いる場合は、 すべての接続されたワークステーシ ョ ンから使用できるよ
うに、 iManager をサーバにインス トールするこ とができます。 カスタマイズした
プラグインは一度だけインス トールすれば済みます。

複数の管理者がいて、 それらの管理者がモバイルユーザである場合には、 両方の方
法で iManager にアクセスできるこ とに利便性を感じるこ とでし ょ う。

インストール条件

iManager をインス トールするには、 ルート / 管理者アクセスが必要になり ます。
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サーバベースの iManager
次のインス トール条件は、 すべてのサーバプラ ッ ト フォームに該当します。 プラ ッ ト
フォーム別の追加インス トール条件については、 14 ページの 「新しいバージ ョ ンの
iManager のインス トール」 で説明します。

サポート されるブラウザ ： iManager を実行するには、 ワークステーシ ョ ンに
Microsoft Internet Explorer 6.0 SP1、 Mozilla 1.7.6、 または Mozilla* Firefox* 1.0.6 がイ
ンス トールされている必要があ り ます。

重要 : その他の Web ブラウザを使用しても iManager にアクセスできますが、すべての機能を保証ま

たはサポートするものではありません。

eDirectory 管理 ： iManager 2.6 は、 Novell eDirectory 8.6.2 以降を実行しているすべて
のサーバを管理できます。

管理者と同等の権利： eDirectory ツ リーで役割ベースサービス (RBS) コレクシ ョ ンを
作成する際、 あるいは RBS 設定ウ ィザードを実行する際は、 管理者と同等の権利
が必要になり ます。

サーバのメモ リ ： iManager をインス トールして実行するサーバには、512 MB 以上の
RAM が必要です。 1024 MB を推奨します。 特定のハード ウェア要件については、
14 ページの 「新しいバージ ョ ンの iManager のインス トール」 に記載されている
サーバプラ ッ ト フォーム別の一覧をご覧ください。

ポートの設定 ： ポートの競合を避けるために、 iManager をインス トールするサーバ
で使用されているポート と、 iManager で使用するポートが競合しないこ とを確認
してください。 iManager と と もにインス トールされるバージ ョ ンの Apache および
Tomcat は、 ポート 80、 443、 8009、 8080、 および 8005 を使用します。 これらの
ポート を eDirectory など別のサービスで使用している場合は、 問題が発生する可能
性があ り ます。 プラ ッ ト フォーム別のインス トール方法については、 14 ページの
「新しいバージ ョ ンの iManager のインス トール」 をご覧ください。

クライアントベースの Mobile iManager 
Mobile iManager は、 Novell Linux Desktop、 SUSE® Linux Professional 9.1、 9.3、 Red Hat* 
Enterprise Linux WS、 Microsoft Windows XP Professional、 および Windows 2000 
Professional （最新のサービスパッ クがインス トールされた） ク ラ イアン ト ワークス
テーシ ョ ン用のスタンドアロンアプリ ケーシ ョ ンです。

Mobile iManager は、 サーバベースの iManager と同じ機能を提供します。 Mobile 
iManager の特徴は次のとおりです。

自己完結型であ り、各種 Linux または Windows ク ライアン ト ワークステーシ ョ ンで
実行されます。

サーバベースの iManager との依存関係はなく、ネッ ト ワークにインス トールされて
いるすべてのバージ ョ ンの iManager と共存できます。

次のインス トール条件は、 すべてのク ライアン トに該当します。 プラ ッ ト フォーム別
の追加インス トール条件については、 11 ページの 「iManager のインス トール」 で説明
します。

管理者と同等の権利： eDirectory ツ リー内で役割ベースサービス (RBS) コレクシ ョ ン
を作成したり、 iManager RBS 設定ウ ィザードを実行したりするためには、 管理者
と同等の権利が必要になり ます。
iManager のインストール 13
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自己署名証明書

iManager 2.6 には一時的な自己署名証明書が含まれています。 これは、 NetWare® 以外の
すべてのプラ ッ ト フォームに iManager をインス トールする場合に使用します。 自己署
名証明書の有効期限は 1 年間です。

これは長期的な使用を目的と したものではあ り ません。 システムの稼働状態を保ち、
インス トール直後から iManager を安全に使用できるよ うにするための一時的な解決策
です。 早急に認証局から有効な証明書を取得して、 一時的な証明書と置き換える必要
があ り ます。 OpenSSL では、 テス ト を目的とする場合を除き、 自己署名証明書の使用
を推奨していません。

新しいバージョンの iManager のインストール

iManager 2.6 は、 次のプラ ッ ト フォームにインス トールできます。 iManager をインス
トールする前に、 使用しているプラ ッ ト フォーム用の最新のサービスパッ クを適用し、
10 ページの 「インス トール条件」 に記載されているインス トール条件を満たしておく
必要があ り ます。

15 ページの 「HP-UX 上での iManager サーバ」

17 ページの 「Linux 上での iManager サーバ」

19 ページの 「Linux ク ラ イアン トでの Mobile iManager」

20 ページの 「NetWare 6.5 上での iManager サーバ」

23 ページの 「Solaris 上での iManager サーバ」

24 ページの 「Windows 上での iManager サーバ」

26 ページの 「Windows ク ライアン トでの Mobile iManager」

iManager 2.0.x および 2.5 からのアップグレードは、 インス トールプログラムでサポー
ト されます。 iManager 2.0.x または 2.5 を実行しているサーバ上で iManager 2.6 インス
トールプログラムを実行する と、 既存のディ レク ト リ構造が TOMCAT_HOME ディ レ
ク ト リにバッ クアップされます。 これによ り、 以前に作成したカスタムコンテンツが
確実に保持されます。

互換性のあるバージ ョ ンが検出されなかった場合、 iManager 2.6 インス トールプログラ
ムでは、 次の項目がインス トールおよび設定されます。

Apache 2.0.52 （Apache と IIS が検出されなかった場合にインス トールされます）

Tomcat 4.1.30

Sun JVM 1.4.2_06

Novell International Cryptographic Infrastructure (NICI) 2.6.7

NMASTM Client 3.0
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HP-UX 上での iManager サーバ

インス トールの準備をするために、 インス トール条件のチェッ ク リ ス ト を確認します。

インストール条件

HP*-UX* に iManager をインス トールする場合は、 12 ページの 「インス トール条件」 に
記載されている一般的なインス トール条件に加えて、 次のインス トール条件も適用さ
れます。

最新のパッチがインス トールされた HP-UX 11i オペレーティングシステム

OS がパッチ PHSS_26560 を使って更新されているこ とを確認します。 このパッチ
は、 HP IT Resource Center Web サイ ト  (http://www.itrc.hp.com) からダウンロードでき
ます。

以前のバージ ョ ンの iManager

以前のバージ ョ ンの iManager がインス トールされている場合、 これをアンインス
トールする必要はあ り ません。 iManager 2.6 では上書きインス トールが可能です。
アンインス トール時は、 カスタムコンテンツは削除されません。

PA-RISC 2.0 プロセッサ

400 MB のディ スク領域

gettext-0.12 がインス トールされているこ と

gettext-0.12 は、 HP-UX Porting and Archive Centre の Web サイ ト
 (http://hpux.connect.org.uk/hppd/hpux/Gnu/gettext-0.12) からダウンロードできます。

libiconv-1.9 がインス トールされているこ と

libiconv-1.9 は、 HP-UX Porting and Archive Centre の Web サイ ト
 (http://hpux.connect.org.uk/hppd/hpux/Development/Libraries/libiconv-1.9) からダウン
ロードできます。

Java 2 SDK for HP-UX バージ ョ ン 1.4.1.x （バージ ョ ン 1.4.2.x を推奨）

手順

1 HP Software DepotのWebサイ ト  (http://www.software.hp.com/cgi-bin/swdepot_parser.cgi/
cgi/displayProductInfo.pl?productNumber=HPUXWSSUITE) から HP-UX Web Server 
Suite バージ ョ ン 2.11 をインス トールします。

このスイートには、 HP-UX でサポート されているオフ ィシャルバージ ョ ンの
Apache と Tomcat が含まれています。

すべてのコンポーネン ト を含むダウンロードを選択します。

HP-UX Apache-based Web Server
HP-UX Tomcat-based Servlet Engine
HP-UX Webmin-based Admin

2 HP Java for HP-UX の Web サイ ト  (http://www.hp.com/go/java) よ り、Java 1.4.2_04 から
1.4.2_08 いずれかのバージ ョ ンをインス トールして、 新しい Java を参照するよ うに
パスを更新します。
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3 /opt/hpws/tomcat/binに格納されている Tomcat setenv.sh ファイルに、JAVA_HOME環境
変数を追加します。

例 ： 

JAVA_HOME=/opt/java

4 Apache の新しい証明書をインス トールし、 次のディレク ト リにコピーします。

/opt/hpws/apache/conf/ssl.crt/ and /opt/hpws/apache/conf/ssl.key/

HP-UX 上で Apache と と もにインス トールされる証明書には、 サーバについての正
しい情報が含まれていません。 自己署名証明書または信頼できる機関から購入した
証明書をインス トールできます。

Webmin 管理ツールを使用する と、 Apache のキー、 証明書、 および証明書要求を生
成できます。 Webmin は、 HP-UX Web Server Suite と と もにインス トールされます。
詳細については、 http://ip_address からアクセスできる HP-UX Web Server Suite のマ
ニュアルを参照してください。 この URL にはインス トール済みの Apache からア
クセスできます。 Webmin を使用してキー、 証明書、 および証明書要求を生成する
方法については、 http://ip_address/hp_docs/faq/#security11 を参照してください。

重要 : 新しい証明書を作成するときは、共通名に対して正しい DNS 名または IP アドレスを使用して

ください。

5 Novell ダウンロードサイ ト  (http://download.novell.com) で、 iManager 製品を検索し、
iManager 2.6 を選択します。 次に、 iMan_26_hp.tgz をサーバ上のディ レク ト リにダ
ウンロード します。

6 iMan_26_hp.tgz ファ イルを展開します。

例 ： 

gzip -dc iMan_26_hp.tgz | tar xvf -

7 端末セッシ ョ ンを終了するかログアウ ト して、 PATH 設定をロード します。

8 次のコマンドのいずれか 1 つを使って、 インス トールファイルを展開した場所から
iManager をインス トールします。

標準インス トールの場合は、 次のコマンドを入力します。

./iManagerInstallHPUX.bin

または

sh iManagerInstallHPUX.bin

テキス トのみのインス トールの場合は、 次のコマンドを入力します。

./iManagerInstallHPUX.bin -i console

重要 : iManager インストールプログラムでは、HP-UX Web Server Suite が検出されます。iManager
のインストールパスは変更しないでください。

インス トール時には、 iManager ファ イルのインス トール、 プラグインのダウンロード、
および設定の変更が行われます。 インス トールには、 数分かかる場合があ り ます。

インス トールの終了後は、 Web サーバが初期化されるまで数秒待ってから iManager に
アクセスする必要があ り ます。 iManager にアクセスするには、 29 ページの第 2 章
「iManage へのアクセス」 を参照してください。

以前のバージョ ンの iManager がインス トールされており、 RBS またはカスタムコンテン
ツが作成されている場合は、 モジュールを更新する必要があり ます。 31 ページの第 3 章
「役割ベースサービスの更新」 を参照してください。
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Linux 上での iManager サーバ

インス トールの準備をするために、 インス トール条件のチェッ ク リ ス ト を確認します。

インストール条件

Linux に iManager をインス トールする場合は、 12 ページの 「インス トール条件」 に記載
されている一般的なインス トール条件に加えて、 次のインス トール条件も適用されます。

 SUSE LINUX Enterprise Server 8.0 または 9.0、Red Hat Advanced Server 3.0 または 4.0、
または Open Enterprise Server SP1 がインス トールされているこ と

次のパッケージがインス トールされているこ と  
compat (SUSE)

compat-libstdc++-33 (Red Hat AS 4.0)

compat-libstdc++7.3 (Red Hat AS 3.0)

これらのパッケージのいずれかが不足している場合は、 iManager をインス トール
する前に、 Linux 配布ベンダからそれらのパッケージを入手してインス トールして
おく必要があ り ます。 これらはインス トール CD に格納する必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンの iManager

iManager 1.5.x がサーバにインス トールされている場合は、 iManager 2.6 をインス
トールする前に、 このバージ ョ ンをアンインス トールする必要があ り ます。
iManager 2.x がインス トールされている場合は、 これをアンインス トールする必要
はあ り ません。 iManager 2.6 では上書きインス トールが可能です。 アンインス トー
ル時は、 カスタムコンテンツは削除されません。

Pentium* III 600 MHz 以上のプロセッサ

ローカルインス トール用と して 200 MB の空きディ スク領域

ポートの設定

ポートは競合する可能性があ り ます。 Tomcat と JVM* は、 iManager インス トール
プログラムを使用してインス トールされます。 iManager インス トールプログラム
は、 デフォルトポートの使用状況を確認します。 これらのポートが使用されている
と、 Tomcat の実行用に別のポート を入力するよ う要求するプロンプ トがインス
トール中に表示されます。 デフォルトでは、 Tomcat はポート 8080、 8443、 および
9009 を使用します。

重要 : Linux 上では、iManager とともにインストールされるバージョンの Tomcat を使用しないと
iManager はサポートされません。Apache はインストールされていません。

手順

1 Novell ダウンロードサイ ト  (http://download.novell.com) で、 iManager 製品を検索し、
iManager 2.6 を選択します。 次に、 iMan_26_linux.tgz をサーバ上のディレク ト リに
ダウンロード します。

2 iManager フォルダに展開するには、 次のコマンドを使用します。

tar -zxvf iMan_26_linux.tgz

3 シェルを開き、 extracted_directory/iManager/installs/linux ディレク ト リに移動します。

このパスは、 iManager のファイルをコピーまたは解凍したディ レク ト リに対する
相対パスです。
iManager のインストール 17
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4 ルート またはルート と同等の権利でログインしている と きに、 次のコマンドのいず
れか 1 つを入力します。

 コンソールモードによるインス トールの場合は、 次のコマンドを入力します。

./iManagerInstallLinux.bin

GUI モードによるインス トールの場合は、 次のコマンドを入力します。

./iManagerInstallLinux.bin -i gui

正常にインス トールされる と、 インス トール中に提示された質問の答えに基づい
た値によって、 環境設定ファ イル (/var/log/installer.properties) が生成されます。
このファ イルを変更してサイレン ト インス トール用に使用する こ とができます。
27 ページの 「iManager のサイレン ト インス トール」 を参照して ください。

5 iManager のスプラッシュ画面が表示されたら言語を選択し、 ［OK］ をク リ ッ クします。

6 使用許諾契約を受諾して ［OK］ をク リ ッ ク し、 手順 7 または手順 8 に進みます。

7 プラグインをダウンロードする場合は ［はい］ をク リ ッ ク して、 プラグインをダウ
ンロードするネッ ト ワーク URL を選択します。

デフォルトは download.novell.com です。 別の URL も入力できますが、 URL の参照
先となる Web サーバ上に XML デスク リプタファイルが必要です。

重要 : プラグインをダウンロードする URL を別に選択した場合は、URL の参照先と、使用するプラグ

インが適正なものであるかどうかを自己責任の上ご確認ください。

インス トールするプラグインを選択します。

コンソールでは、 ダウンロードするプラグインに従って、 カンマで区切った数
値のリ ス ト を入力します。

GUI モードによるインス トールの場合は、 チェッ クボッ クスを選択します。
デフォルトの項目がすでに選択されています。

8 プラグインをローカルディレク ト リからインス トールする場合は ［はい］ をク リ ッ
ク して、 プラグインファ イル (.npm) を格納しているディ レク ト リのパスを入力し
ます。

デフォルトは、 /extracted location/iManager/installs/plug-ins です。 有効なマウン トポ
イン ト を入力して ください。

9 ［はい］ または ［いいえ］ をク リ ッ ク して、 既存の Apache アプリ ケーシ ョ ンと
iManager を連携するかど うかを設定します。

Apache がインス トールされている設定の場合、 Novell iManager 2.6 の Linux へのイ
ンス トール時に、 Apache HTTP サーバがインス トールされないこ とに注意してくだ
さい。 ただし、 iManager の以前のバージ ョ ンからアップグレードする場合は、 イ
ンス トールに含まれる HTTP サーバを使用できます。

［はい］ を選択する と、 Apache がサーバにインス トールされている場合、
iManager 2.6 は事前にインス トールされた Apache と連携するよ うに設定されま
す。 Apache HTTP サーバの httpd.conf ファ イルが格納されたディレク ト リパス
を入力します。 このサーバでは、 iManager が SSL 通信を設定する前に SSL を
設定しておく必要があ り ます。 Apache サーバで SSL 通信を設定していない場
合は、 インス トールを続行して Apache Tomcat のみを使用して iManager を実行
するよ うに設定するか、 またはインス トールを停止します。

［いいえ］ を選択した場合、 iManager は Apache Tomcat のみを使用して実行する
よ うに設定されます。
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10 Tomcat を実行するポート を入力します。

 デフォルトは HTTP ポートに対して 8080、 HTTPS ポートに対して 8443 です。

Apache HTTP サーバを使用しないよ うに設定している場合、 Tomcat のポートから
iManager 2.6 を実行する必要があ り ます。 たとえば、 https://server_IP:8443/nps/
iManager.html と指定します。

11 さまざまな管理タスクを実行する、 許可されたユーザの名前と コンテキス ト を入力
します。

許可されたユーザ以外には、 これらのタスクは表示されません。 既定のオプシ ョ ン
の ［なし］ を使用している場合、 すべてのユーザがこれらのタスクにアクセスでき
ます。 iManager 2.5 からのアップグレードでは、 このバージ ョ ンで使用されていた
許可されたユーザのリ ス トが使用されます。

インス トール後に、 許可されたユーザを iManager から追加するには、 ［設定］ >
［iManager サーバ］ > ［iManager の設定］ > ［セキュ リティ］ に移動します。 詳細につ
いては、 『iManager 2.6 管理ガイ ド』 の 「許可されたユーザ」 を参照してください。

12 ［インス トール前の概要］ ページを確認して、 ［インス トール］ をク リ ッ ク します。

［コピーするプラグイン］ は、 インス トール中に指定したローカルディ レク ト
リからコピーするプラグインです。

［既存］ は、 iManager の以前のバージ ョ ンによ りすでにインス トールされてい
て、 Novell ダウンロードサイ トに使用可能な新しいバージ ョ ンが存在しないプ
ラグインです。

［New Download （新しいダウンロード）］ (GUI)、 ［ダウンロードするプラグイ
ン］ （コンソール） は、 iManager の以前のバージ ョ ンでインス トールされてお
らず、 ダウンロードサイ トに使用可能な新しいバージ ョ ンが存在するプラグイ
ンです。

インス トール時には、 iManager ファイルのインス トール、 プラグインのダウン
ロード、 および設定の変更が行われます。 インス トールには、 数分かかる場合があ
り ます。

インス トールの終了後、 ［はじめに］ ページが表示されるまで数秒待ちます。 iManager に
アクセスするには、 29 ページの第 2 章 「iManage へのアクセス」 を参照してください。

以前のバージョンの iManager がインス トールされており、 RBS またはカスタムコンテン
ツが作成されている場合は、 モジュールを更新する必要があります。 31 ページの第 3 章
「役割ベースサービスの更新」 を参照してください。

Linux クライアントでの Mobile iManager
インス トールの準備をするために、 インス トール条件のチェッ ク リ ス ト を確認します。

インストール条件

GTK2 がインス トールされているこ と

GLIBC 2.3 がインス トールされているこ と

SUSE Linux 9.0 または 9.1、Novell Linux Desktop 9.0、SUSE Linux Enterprise Server 9.0、
または Red Hat AS、 Red Hat Linux Enterprise WS （入手できる最新のパッケージで更
新されているこ と）
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手順

1 Novell ダウンロードサイ ト  (http://download.novell.com) で、 iManager 製品を検索し、
iManager 2.6 を選択します。 次に、 iMan_26_Mobile_iManager_linux.tar.bz2 をサーバ
上のディレク ト リにダウンロード します。

2 次のコマンドを使って、 ファ イルを展開します。

tar -xjvf iMan_26_Mobile_iManager_linux.tar.bz2

3 展開した iMan_26_Mobile_iManager_linux.tar ディ レク ト リの NICI ディ レク ト リに格
納されている、 Novell International Cryptography Infrastructure (NICI) ソフ ト ウェアを
インス トールします。

NICI をインス トールまたはアップグレードするには、 ルート と してログインする
必要があ り ます。 NICI がインス トールされていないデスク ト ップでこのコマンド
を使用する と、 NICI がインス トールされます。 NICI がすでにインス トールされて
いるデスク ト ップでこのコマンドを使用する と、 NICI がアップグレード されます。

NICI ディ レク ト リから、 次のコマンドを実行します。

rpm -Uvh nici.i386.rpm

4 imanager/bin ディレク ト リに移動します。

cd ./imanager/bin

5 起動スク リプ ト を実行します。

./iManager.sh

6 インス トールするプラグインを選択します。

7 iManager ログイン画面が表示されたら、 ユーザ名、 パスワード、 およびツ リーを入
力します。

iManager にアクセスするには、 29 ページの第 2 章 「iManage へのアクセス」 を参照
して ください。

以前のバージョンの iManager がインス トールされており、 RBS またはカスタムコンテン
ツが作成されている場合は、 モジュールを更新する必要があります。 31 ページの第 3 章
「役割ベースサービスの更新」 を参照してください。

NetWare 6.5 上での iManager サーバ

インス トールの準備をするために、 インス トール条件のチェッ ク リ ス ト を確認します。

インストール条件

NetWare 6.5 に iManager をインス トールする場合は、 12 ページの 「インス トール条件」
に記載されている一般的なインス トール条件に加えて、 次のインス トール条件も適用
されます。

NetWare 6.5 SP3 または SP4、 Open Enterprise Server (OES)、 OES SP1

Pentium III 600 MHz 以上のプロセッサ

ローカルインス トール用と して 200 MB の空きディ スク領域

512 MB の RAM （1 GB を推奨）
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以前のバージ ョ ンの iManager

以前のバージ ョ ンの iManager がインス トールされている場合、 これをアンインス
トールする必要はあ り ません。 iManager 2.6 では上書きインス トールが可能です。
アンインス トール時にカスタムコンテンツは削除されません。

PA-RISC 2.0 プロセッサ

注 : iManager をインストールするサーバには、次の Novell ソフトウェア製品をインストールしないでくだ
さい。

1.3 以前の Novell Virtual Office

4.1.1 以前の exteNd Director

手順

1 Novell ダウンロードサイ ト  (http://download.novell.com) で、 iManager 製品を検索し、
iManager 2.6 を選択します。 次に、 sys ボ リ ュームに iMan_26_NW65_Standalone.zip
をダウンロード して展開します。

2 NetWare 6.5 の GUI 画面で、 ［Novell］ ボタンをク リ ッ ク した後、 ［インス トール］ >
［追加］ の順にク リ ッ ク します。

3 展開した場所に移動し、 product.ni ファイルを選択して ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 使用許諾契約を受諾して ［OK］ をク リ ッ ク し、 手順 5 または手順 6 に進みます。

5 プラグインをダウンロードするには、 プラグインをダウンロードするネッ ト ワーク
URL を選択します。

デフォルトは download.novell.com です。 別の URL も入力できますが、 URL の参照
先となる Web サーバ上に XML デスク リプタファイルが必要です。 詳細について
は、 デスク リプタファ イル (9 ページ ) を参照してください。

警告 : プラグインをダウンロードする URL を別に選択した場合は、URL の参照先と、使用するプラグ

インが適正なものであるかどうかを自己責任の上ご確認ください。

インス トールするプラグインを選択します。

注 : 「プラグインが見つからないか、またはサーバを使用できません」というメッセージがプラグイ

ンダウンロード領域に表示される場合は、次のどちらかまたは両方の条件にあてはまる可能性があり

ます。Novell ダウンロードサイトに更新されたプラグインがないか、またはインストールプログラム

から novell.com への接続が成功しなかった。インターネット接続を確認してください。

6 ローカルディレク ト リからプラグインをインス トールするには、 プラグインファイ
ル (.npm) を extracted_install_directory\products\imanager\packages ディレク ト リにコ
ピーします。

プラグインファ イル (.npm) を格納しているディ レク ト リパスを入力します。 デ
フォルトは、 /extracted location/imanager/installs/plug-ins です。 有効なマウン トポイ
ン ト を入力して ください。

注 : .npm ファイルの検索に使用されるディレクトリレベルは 1 レベルだけです。インストールプログ

ラムでは、サブディレクトリに格納されたプラグインはインストールされません。

7 ［はい］ または ［いいえ］ をク リ ッ ク して、 既存の Apache なしで iManager を設定す
るかど うかを設定します。

既存の Apache がインス トールされている設定の場合、 Novell iManager 2.6 の Linux
へのインス トール時に、 Apache HTTP サーバがインス トールされないこ とに注意し
てください。 ただし、 iManager の以前のバージ ョ ンからアップグレードする場合
は、 インス トールに含まれる HTTP サーバを使用できます。
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［はい］ を選択する と、 Apache がサーバにインス トールされている場合、
iManager 2.6 は事前にインス トールされた Apache と連携するよ うに設定されま
す。 Apache HTTP サーバの httpd.conf ファ イルが格納されたディレク ト リパス
を入力します。 このサーバでは、 iManager が SSL 通信を設定する前に SSL を
設定しておく必要があ り ます。 Apache サーバで SSL 通信を設定していない場
合は、 インス トールを続行して Apache Tomcat のみを使用して iManager を実行
するよ うに設定するか、 またはインス トールを停止します。

［いいえ］ を選択した場合、 iManager は Apache Tomcat のみを使用して実行する
よ うに設定されます。

8 Tomcat を実行するポート を入力します。

デフォルトは HTTP ポートに対して 8080、 HTTPS ポートに対して 8443 です。

注 : Apache HTTP サーバを使用しないように設定している場合、Tomcat のポートから iManager 2.6
を実行する必要があります。たとえば、https://server_IP:8443/nps/iManager.html と指定します。

9 さまざまな管理タスクを実行する、 許可されたユーザの名前と コンテキス ト を入力
します。

許可されたユーザ以外には、 これらのタスクは表示されません。 既定のオプシ ョ ン
の ［なし］ を使用している場合、 すべてのユーザがこれらのタスクにアクセスでき
ます。 iManager 2.5 からのアップグレードでは、 このバージ ョ ンで使用されていた
許可されたユーザのリ ス トが使用されます。

インス トール後に、 許可されたユーザを iManager から追加するには、 ［設定］ >
［iManager サーバ］ > ［iManager の設定］ > ［セキュ リ ティ］ タブに移動します。 詳
細については、 『iManager 2.6 管理ガイ ド』 の 「許可されたユーザ」 を参照してくだ
さい。

10 ［インス トール前の概要］ ページを確認して、 ［インス トール］ をク リ ッ ク します。

［新規］ は、 iManager の以前のバージ ョ ンでインス トールされていないプラグ
インです。 これらのプラグインは、
extracted_install_directory\products\imanager\packages ディレク ト リに格納され
ます。

［既存］ は、 iManager の以前のバージ ョ ンによ りすでにインス トールされてい
て、 Novell ダウンロードサイ トに使用可能な新しいバージ ョ ンが存在しないプ
ラグインです。

［更新済み］ は、 iManager の以前のバージ ョ ンによ りすでにインス トールされ
ていて、 使用可能な新しいバージ ョ ンのプラグインが Novell ダウンロードサイ
トに存在するプラグインです。

［New Download （新しいダウンロード）］ は、 iManager の以前のバージ ョ ンでイ
ンス トールされておらず、 extracted_install_directory\products\imanager\packages
ディ レク ト リに格納されていないプラグインです。

インス トール時には、 iManager ファイルのインス トール、 プラグインのダウン
ロード、 および設定の変更が行われます。 インス トールには、 数分かかる場合があ
り ます。

インス トールの終了後は、 Web サーバが初期化されるまで数秒待ってから iManager にア
クセスしてください。 29 ページの第 2 章 「iManage へのアクセス」 を参照してください。

以前のバージョ ンの iManager がサーバにインス トールされており、 RBS またはカスタム
コンテンツが作成されている場合は、 モジュールを更新する必要があり ます。 31 ページ
の第 3 章 「役割ベースサービスの更新」 を参照してください。
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Solaris 上での iManager サーバ

インス トールの準備をするために、 インス トール条件のチェッ ク リ ス ト を確認します。

インストール条件

Solaris* に iManager をインス トールする場合は、 12 ページの 「インス トール条件」 に
記載されている一般的なインス トール条件に加えて、 次のインス トール条件も適用さ
れます。

SunSolve* Web サイ ト  (http://sunsolve.sun.com) からダウンロード した最新のパッチが
インス トールされた Sun* Solaris 9 または 10 （SPARC* プロセッサのみ）

400 MB のディ スク領域

パッチ 112438 のインス トール 

以前のバージ ョ ンの iManager

iManager 1.5.x がサーバにインス トールされている場合は、 iManager 2.6 をインス
トールする前に、 このバージ ョ ンをアンインス トールする必要があ り ます。
iManager 2.5 がインス トールされている場合、 このバージ ョ ンをアンインス トール
する必要はあ り ません。 iManager 2.6 では上書きインス トールが可能です。 アンイ
ンス トール時は、 カスタムコンテンツは削除されません。

ポートの設定

ポートは競合する可能性があ り ます。 Apache、 Tomcat、 および JVM は、 iManager
インス トールプログラムを使用してインス トールされます。 iManager インス トー
ルプログラムは、 ポート 80 およびポート 443 が使用されているかど うかを確認し
ます。 （たとえば、 eDirectory はデフォルトで HTTP スタ ッ ク と してポート 80 を使
用します。） これらのポートが使用中である場合は、 自動的に代替ポートが提示さ
れます。 このポートは変更するこ とができます。

手順

1 Novell ダウンロードサイ ト  (http://download.novell.com) で、 iManager 製品を検索し、
iManager 2.6 を選択します。 次に、 iMan_26_sol.tzg をダウンロード します。

2 次のコマンドを使って、 iMan_26_sol.tzg を展開します。

gzip -dc iMan_26_sol.tgz | tar xvf - 

3 シェルを開き、 your_install_directory/installs/unix ディ レク ト リに移動します。

このパスは、 iManager のファイルをコピーまたは解凍したディ レク ト リに対する
相対パスです。

4 次のコマンドを入力します。

./iManagerInstallSolaris.bin

5 iManager 2.6 のスプラ ッシュ画面が表示されたら言語を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク
します。

6 ［イン ト ロダクシ ョ ン］ ページで、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

7 使用許諾契約に同意して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8 ［検出の概要］ ページを確認して、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
iManager のインストール 23

http://sunsolve.sun.com
http://download.novell.com


    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
［検出の概要］ ページでは、 インス トールされているものと インス トールするもの
が表示されます。 （実際にインス トールされているものが検出されなかった場合は、
インス トールされている内容をインス トーラに指示するこ と もできます。）

9 ［ダウンロードしてインス トールするプラグインを選択］ ページで、 Novell ダウンロー
ドサイ トからインス トールするプラグインを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ クします。

デフォルトでは、 ベースインス トールが選択されています。 チェッ クボッ クスをオ
ンまたはオフにして、 この リ ス トへの追加または削除を行ってください。

10 必要な NPM を参照して選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

［インス トールするプラグインをディ スクから選択］ ページでは、 インス トールの
実行時に、 以前にダウンロード したプラグインまたはカスタムプラグインをインス
トールできます。

11 ［許可されたユーザの情報］ ページで、 許可されたユーザの完全なコンテキス ト と、
このユーザが管理するツ リーを入力して、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

12 ［インス トール前の概要］ ページに記載されたインス トール中に実行される内容の
概要を確認し、 ［インス トール］ をク リ ッ ク します。

インス トール時には、 iManager ファイルのインス トール、 プラグインのダウン
ロード、 および設定の変更が行われます。 インス トールには、 数分かかる場合があ
り ます。

インス トールの終了後は、 Web サーバが初期化されるまで数秒待ってから iManager に
アクセスする必要があ り ます。 インス トールの終了後に iManager にアクセスするには、
29 ページの第 2 章 「iManage へのアクセス」 を参照して ください。

以前のバージョ ンの iManager がインス トールされており、 RBS またはカスタムコンテン
ツが作成されている場合は、 モジュールを更新する必要があり ます。 31 ページの第 3 章
「役割ベースサービスの更新」 を参照してください。

Windows 上での iManager サーバ

iManager をインス トールするために管理者と してログインします。 インス トールの準
備をするために、 インス トール条件のチェッ ク リ ス ト を確認します。

インストール条件

Windows に iManager をインス トールする場合は、 12 ページの 「インス トール条件」 に
記載されている一般的なインス トール条件に加えて、 次のインス トール条件も適用さ
れます。

Windows 2000 Advanced Server SP4、 Windows 2000 Server SP4、 Windows Server 2003 
Standard SP1、 および Windows Server 2003 Enterprise SP1

Pentium III 600 MHz 以上のプロセッサ

ローカルインス トール用と して 500 MB の空きディ スク領域

512 MB の RAM （1 GB を推奨）
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Web サービス

Windows サーバでは、 Apache と Tomcat、 または Windows インターネッ ト インフォ
メーシ ョ ンサービス (IIS) と Tomcat を使用できます。 インス トール済みの Web
サービスは、 iManager インス トールプログラムによって検出されます。 Windows
サーバで IIS を使用している場合に Apache と Tomcat を使用するには、 まず IIS を
削除し、 その後 iManager インス トールプログラムを使用して Apache と Tomcat を
インス トールする必要があ り ます。 iManager インス トールプログラムでは、 IIS は
SSL を使用するよ うに設定されません。

以前のバージ ョ ンの iManager

以前のバージ ョ ンをアンインス トールする必要はあ り ません。 iManager 2.6 では
バージ ョ ン 1.5.x を検出した場合、 処理を続行する前にこれをアンインス トールし
ます。 iManager ではバージ ョ ン 2.0.x を検出した場合、 ファ イルを上書きします。
アンインス トール時は、 カスタムコンテンツは削除されません。

手順

1 Novell ダウンロードサイ ト  (http://download.novell.com) で、 iManager 製品を検索し、
iManager 2.6 を選択します。 次に、 それをサーバ上のディ レク ト リにダウンロード
します。

2 iManager フォルダにファイルを展開します。

3 （your_chosen_directory\iManager\installs\win に格納されている） iManagerInstall.exe
を探して実行します。

ヒント : インストールプログラムを起動した直後に <Ctrl> キーを押すと、インストールプログラムの

デバッグ出力を表示できます。コンソールウィンドウが表示されるまで、<Ctrl> キーを押し続けてく

ださい。デバッグの詳細については、次を参照してください。

4 iManager のスプラ ッシュ画面が表示されたら言語を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク し
ます。

5 ［イン ト ロダクシ ョ ン］ ページで、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 使用許諾契約に同意して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

7 ［検出の概要］ ページを確認して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

［検出の概要］ ページでは、 インス トールされているものと インス トールするもの
が表示されます。 （実際にインス トールされているものが検出されなかった場合は、
インス トールされている内容をインス トーラに指示するこ と もできます。）

8 ［ダウンロードしてインス トールするプラグインを選択］ ページで、 Novell ダウンロー
ドサイ トからインス トールするプラグインを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ クします。

デフォルトでは、 ベースインス トールが選択されています。 チェッ クボッ クスをオ
ンまたはオフにして、 この リ ス トへの追加または削除を行ってください。

9 必要な NPM を参照して選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

［インス トールするプラグインをディ スクから選択］ ページでは、 インス トールの
実行時に、 以前にダウンロード したプラグインまたはカスタムプラグインをインス
トールできます。

10 ［許可されたユーザの情報］ ページで、 許可されたユーザの完全なコンテキス ト と、
このユーザが管理するツ リーを入力して、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
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11 ［インス トール前の概要］ ページを確認して、 ［インス トール］ をク リ ッ ク します。

インス トール時には、 iManager ファイルのインス トール、 プラグインのダウン
ロード、 および設定の変更が行われます。 インス トールには、 数分かかる場合があ
り ます。

インス トールが終了する と、 ブラウザウ ィンド ウに ［はじめに］ ページが表示されま
す。 iManager にアクセスするには、 初期化されるまで待つ必要があ り ます。

iManager にアクセスするには、 ［はじめに］ ページの最初のリ ンクをク リ ッ ク してログ
インします。

詳細については、 29 ページの第 2 章 「iManage へのアクセス」 を参照して ください。

重要 : IIS を使用してサーバ上で複数の Web サイトを実行している場合、詳細については「ページが見つか
りません」を参照してください。

以前のバージョンの iManager がインストールされており、RBS またはカスタムコンテンツが作成されてい
る場合は、モジュールを更新する必要があります。31 ページの第 3 章「役割ベースサービスの更新」を参
照してください。

Windows クライアントでの Mobile iManager  
インス トールの準備をするために、 インス トール条件のチェッ ク リ ス ト を確認します。

インストール条件

Windows 2000 Professional SP4 および Windows XP Professional SP2

お使いのLAN用にプロキシサーバを使用するよ うにInternet Explorerを構成している
場合は、 ［ツール］ > ［インターネッ トオプシ ョ ン］ > ［接続］ > ［LAN の設定］ の
順に選択し、 ［ローカル アドレスにはプロキシ サーバーを使用しない］ オプシ ョ ン
を選択する必要があ り ます。

重要 : Mobile iManager では、NMAS クライアントがワークステーションにインストールされている必要が
あります。バージョン 4.91 より前の Novell ClientTM を実行している場合は、Mobile iManager を起動する
前に、NMAS クライアントがインストールされていることを確認しておく必要があります。

手順

1 Novell ダウンロードサイ ト  (http://download.novell.com) で、 iManager 製品を検索し、
iManager 2.6 を選択します。 次に、 iMan_26_Mobile_iManager_win.zip をダウンロー
ド します。

2 任意の ZIP プログラムを使って、パス名が 15 文字以下になるシステムルートに近い
フォルダに、 iMan_26_Mobile_iManager_win.zip ファ イルを展開します。

3 ファ イルブラウザで、 imanager\bin フォルダに移動します。

4  iManager.bat ファ イルをダブルク リ ッ ク し、 スク リプ ト を実行します。

5 iManager ログイン画面が表示されたら、 ユーザ名、 パスワード、 およびツ リーを入
力します。

iManager にアクセスするには、 29 ページの第 2 章 「iManage へのアクセス」 を参照
して ください。

以前のバージョ ンの iManager がインスト ールされており 、 RBS またはカスタムコンテン
ツが作成されている場合は、 モジュールを更新する必要があり ます。 31 ページの第 3 章
「役割ベースサービスの更新」 を参照してく ださい。
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iManager のサイレントインストール

サイレン ト （非インタラ クティブ） インス トールでは、 ユーザインタフェースやユー
ザへの質問は表示されません。 代わりに、 InstallAnywhere では、 この目的のためにプ
ロパティからの情報を使用します。

注 : NetWare ではサイレントインストールをサポートしていません。

標準的なサイレントインストール

HP-UX、 Solaris、 Linux、 または Windows で標準的なサイレン ト インス トールを実行す
るには、 すべてのデフォルト値をそのまま使用します。

1 コンソールウ ィンド ウを開き、ダウンロード した iManager ファ イルがあるディ レク
ト リに移動します。

2 HP-UX、 Solaris、 および Linux の場合、 コマンド ラインで次のよ うに入力します。

./iManagerInstall<platform>.bin -i silent

Windows の場合、 次のよ うに入力します。

iManagerInstall.exe -i silent

カスタマイズされたサイレントインストール

インス トールされるモジュールを制御するために、 カスタマイズされたサイレン ト イ
ンス トールを実行するには、 次の手順に従います。

1 インス トーラの実行ファイルが格納されているディ レク ト リ内で、installer.properties
ファ イルを作成します。

2 installer.properties ファイルを使ってサイレン ト インス トールを実行するには、 次の
よ うに入力します。

./iManagerInstallplatform.bin -i silent -f pathto_properties_file

3 installer.properties で、 次の値を設定して保存します。

$PLUGIN_INSTALL MODE$ （プラグインをディ スク、 ネッ ト ワーク、 または
ディ スク とネッ ト ワークの両方からインス トールするのか、 またはどこから も
インス トールしないのかを制御するプロパティ）

プラグインがディ スクからインス トールされる場合、 このプロパティを
DISK に設定します。

これはデフォルト値です。

プラグインがネッ ト ワークからインス トールされる場合、 このプロパティ
を NET に設定します。

プラグインがディ スク とネッ ト ワークの両方からインス トールされる場
合、 このプロパティを BOTH に設定します。

プラグインがインス トールされない場合、このプロパティを SKIP に設定し
ます。
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$PLUGIN_DIR$ （ディ スク上にあるプラグインの場所を示す代替パスを定義す
るプロパティ）

デフォルトパスは次のとおりです。 installer_root_directory/iManager/installs/
platform path/plugin
プラグインディ レク ト リ内にあるすべてのモジュールがインス トールされま
す。 ただし、 サブディ レク ト リ内にあるものはインス トールされません。

$PLUGIN_INSTALL_URL$ （ネッ ト ワーク上にあるプラグインの場所を示す代
替 URL を定義するプロパティ。 たとえば、 特定の iManager の顧客によって定
義されたサブネッ トが含まれているローカルエリアネッ ト ワークサーバ）

デフォルトのパスは、 Novell ダウンロード Web サイ ト  (http://download.novell.com/
index.jsp?search=Search&keywords=&families=2611&platforms=&date_range=&languages=
&x=29&y=8) です。

この URL は変更できますが、 URL の参照先となる Web サーバファイル上に
XML デスク リプタファイルが必要です。

4 ダウンロードする特定のモジュールを指定するには、 次の例のよ うに、 NPM の
META-INF/ フォルダに格納された MANIFEST.MF ファイルから、 モジュール ID と
バージ ョ ンを指定します。

$PLUGIN_MODULE_ID_1$=eDirectoryBackupAndRestore

$PLUGIN_VERSION_1$=2.6.20050517

$PLUGIN_MODULE_ID_2$=ldap

$PLUGIN_VERSION_2$=2.6.20050517

など . .. . （モジュール数に応じて必要なだけ指定します）

モジュールが定義されていない場合は、 ダウンロード Web サイ ト上にある
iman_mod_desc.xml ファ イル内で 「typical」 と してタグが記述された、 最も頻繁に
インス トールされるモジュールがインス トールされます。

モジュールにバージ ョ ンが定義されていない場合は、 NPM 名に一致するすべての
モジュールがインス トールされます。
28   Novell iManager 2.6 インストールガイド

http://download.novell.com/index.jsp?search=Search&keywords=&families=2611&platforms=&date_range=&languages=&x=29&y=8


    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
2 iManage へのアクセス

Novell® iManager は、 Web ブラウザを使用してアクセスされます。 このセクシ ョ ンで
は、 次の手順について説明します。

29 ページの 「サポート されている Web ブラウザの使用」

29 ページの 「iManage へのアクセス （サーバベース）」

30 ページの 「Linux ク ラ イアン トでの Mobile iManager の起動」

30 ページの 「Linux Desktop での Mobile iManager Desktop Launcher」

30 ページの 「Windows ク ライアン トでの Mobile iManager の起動」

サポートされている Web ブラウザの使用

iManager にアクセスしてすべての iManager 機能を利用するには、 次のいずれかの Web
ブラウザを実行しているコンピュータを使用する必要があ り ます。

Microsoft* Internet Explorer* 6 SP1

Mozilla 1.7.6

Mozilla Firefox* 1.0.7

その他の Web ブラウザを使用しても iManager にアクセスできますが、 すべての機能を
保証またはサポートするものではあ り ません。

注 : パスベースのマルチホーミングアクセラレータと［Remove Sub Path from URL（URL からサブパスを
削除）］オプションを有効にして、iChain® サーバを通じて iManager 2.6 にアクセスすることはサポートさ
れていません。

iManage へのアクセス（サーバベース）

1 サポートする Web ブラウザの ［アドレス (URL)］ フ ィールドに次のアドレスを入力
します。

http://server_IP_address/nps/iManager.html

例 ： 

http://127.0.0.1/nps/iManager.html

HTTPS の保護されたページにリダイレク ト される場合があ り ます。

重要 : URL では大文字と小文字が区別されます。

iManager が標準のポート上で実行されていない場合は、 iManager が実行されてい
るポート を指定します。 たとえば、 Apache なしで Linux を使用している場合、
URL は http://server_IP_:port/nps/imanager.html または https://127.0.0.1:8443/nps/
iManager.html になり ます。
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2 自分のユーザ名、 パスワード、 および eDirectoryTM ツ リー名を使用してログインし
ます。

ツ リー名は eDirectory サーバの IP アドレスに置き換えるこ とができます。

Novell iManager の機能をすべて使用するには、 管理者と同等の権利を持つユーザと
してツ リーにログインする必要があ り ます。

Linux クライアントでの Mobile iManager の起動 
1 展開した iMan_26_Mobile_iManager_linux.tar ディ レク ト リの bin ディレク ト リから

imanager.sh を最初に実行します。

2 自分のユーザ名、 パスワード、 および eDirectory ツ リー名を使用してログインします。

Linux Desktop での Mobile iManager Desktop Launcher
Linux Desktop で Mobile iManager 用の Desktop Launcher を作成するには、 iManager.sh
スク リプ ト を編集する必要があ り ます。

たとえば、 Mobile iManager .bz2 ファ イルを /opt/novell ディ レク ト リに展開した場合は、
iManager.sh スク リプ ト を /opt/novell/imanager/bin ディレク ト リ内で探して、 スク リプ ト
の先頭、 #!/bin/sh 行の真下に次の行を追加します。

cd /opt/novell/imanager/bin

Windows クライアントでの Mobile iManager の起動 
1 展開した iMan_26_Mobile_iManager_win ディレク ト リの bin ディ レク ト リから

imanager.bat を実行します。

2 自分のユーザ名、 パスワード、 および eDirectory ツ リー名を使用してログインします。
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3 役割ベースサービスの更新

サーバに Novell® iManager がインス トールされている場合、 iManager 2.0.x か 1.5.x のど
ちらが実行されているかに応じて、 iManager 2.6 にアップグレードするか、 移行する必
要があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 次の手順について説明します。

31 ページの 「役割ベースサービスの移行」

32 ページの 「iManager 2.x からの更新」

役割ベースサービスの移行

iManager 1.5.x からの移動を説明する場合、 「更新」 よ り も 「移行」 という言葉を使った
方が適切と言えます。 移行する必要があるのは、 役割ベースサービス (RBS) オブジェ
ク ト と タスクです。

サーバに iManager 2.6 をインス トールしたか、 Mobile iManager をインス トールした後
（9 ページの第 1 章 「iManager のインス トール」 を参照）、 eDirectoryTM ツ リー内の RBS
オブジェク トは iManager 2.6 形式に移行する必要があ り ます。 この作業は、 iManager 
2.6 で新しい RBS の設定タスクを使って行います。

移行タスクにアクセスするには、 次の手順に従います。

1  1.5.x コレクシ ョ ンを移行できるよ うに、 2.6 コレクシ ョ ンを作成します。

2 iManager の ［設定］ ビューで ［役割ベースのサービス］ > ［RBS の設定］ の順にク
リ ッ ク します。

［iManager 2.x コレクシ ョ ン］ タブページにコレクシ ョ ンが表示されない場合は、
［新規］ > ［コレクシ ョ ンとセッ ト アップ］ の順にク リ ッ ク して、 表示される手順
に従います。

3 ［iManager 1.x コレクシ ョ ン］ タブをク リ ッ ク します。

［iManager 1.x コレクシ ョ ン］ タブページに、 2.6 に移行できるすべての 1.5.x コレク
シ ョ ンが表示されます。

4 移行するコレクションを選択し、 テーブルの上部にある ［移行］ をク リ ックします。

5 移行先にする 2.x コレクシ ョ ンを選択して、 ［スタート ］ をク リ ッ ク します。

移行の完了後、 1.x コレクシ ョ ンは eDirectory ツ リー内にそのまま残されます。 こ
のコレクシ ョ ンをこれ以上使用しない場合は、 iManager 2.6 内から削除するこ とが
できます。

6 （オプシ ョ ン） 1.x コレクシ ョ ンを削除するには、 ［iManager 1.x コレクシ ョ ン］ タブ
をク リ ッ ク し、 削除するコレクシ ョ ンを選択します。 次に、 テーブルの上部にある
［削除］ をク リ ッ ク します。
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RBS Migration Wizard では、 iManager 1.x で作成されたカスタムタスクはバージ ョ ン 2.6
タスクに移行されません。 1.5.x カスタムタスクを iManager 2.6 に移行するためのオプ
シ ョ ンは 2 つあ り ます。

カスタムタスクは、iManager 2.6 で Plug-in Studio を使用しても う一度作成できます。
［設定］ ビューで、 ［役割ベースのサービス］ > ［Plug-in Studio］ > ［新規］ の順にク
リ ッ ク します。

Custom Task Migration Utility を使って、 1.5.x タスクを 2.6 タスクに移行できます。

Custom Task Migration Utility は、 Novell Technical Services Web サイ ト
 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/2969968.htm) からダウンロード
できます。 ダウンロードに含まれている Readme ファ イルには使用方法が記載され
ています。 カスタムタスクまたはコンテンツがない場合は、 Custom Task Migration 
Utility を実行する必要はあ り ません。

iManager 2.xからの更新

RBS コレクシ ョ ンがすでに含まれている eDirectory ツ リーに iManager 2.6 を使用してロ
グインする場合、 最初のログイン時は役割と タスクの一部しか表示されない場合があ
り ます。 これは想定内の動作です。 これは、 iManager 2.6 ですべてのプラグインを利用
できるよ うにするには、 プラグインの一部を更新する必要があるためです。 RBS の設
定タスクは、 日付が古い RBS モジュールを一覧表示します。 iManager 2.0.2、 2.5、 およ
び 2.6 で、 インス トールされているモジュールをすべて表示した り、 使用したりできる
よ うに、 RBS モジュールを最新バージ ョ ンに更新するこ とをお勧めします。

複数の役割に同じ名前が付けられている場合があるこ とにご注意ください。 プラグイ
ンの開発者によっては、 iManager 2.5 のプラグインを更新したと きに、 タスク ID やモ
ジュール名は変更しても、 表示名は変更しないこ とがあ り ます。 このため、 実際は異
なるバージ ョ ンからの別々のインスタンスであっても、 役割が重複しているよ うに見
えます。

注 : iManager のインストールを 1 つ 1 つ見ると、ローカルにインストールされたプラグインの数が異なる
ため、［役割ベースのサービス］>［RBS の設定］ページから指定したコレクションのモジュールレポート
に差異が見られる場合があります。iManager インストール間で数を一致させるために、ツリー内の各
iManager インスタンスに、プラグインの同じサブセットがインストールされていることを確認します。

古い RBS オブジェク トがあるかど うかを確認するには、 次の手順に従います。

1 ［設定］ ビューを選択し、 ［役割ベースのサービス］ > ［RBS の設定］ の順にク リ ッ
ク します。

［iManager 2.x コレクシ ョ ン］ タブページのテーブルに、 日付が古いモジュールがす
べて表示されます。

2 これらを更新するには、 更新するコレクシ ョ ンの ［日付が古い］ 列の数字を選択し
ます。

古いモジュールの一覧が表示されます。

3 更新するモジュールを選択して、 テーブルの上部にある ［更新］ をク リ ッ クします。
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4 Novell プラグインモジュールのインストール、
使用、アンインストール

iManager で使用されるモジュールは 2 種類あ り ます。 それは Novell® プラグインモ
ジュール (NPM) と RBS モジュールです。

Novell プラグインモジュール

NPM は、 iManager のプラグインのファイルが含まれるアーカイブです。 ［モジュー
ルのインス トール］ タスクを使って NPM をインス トールすると、 iManager の機能を
追加するプラグインがインス トールされます。

RBS モジュール

RBS モジュールは、 RBS タスクオブジェク ト と RBS ブッ クオブジェク トが格納さ
れる eDirectoryTM 内のオブジェク トです。 eDirectory ツ リー内に役割ベースサービ
スが設定されている場合は、 プラグインに関連付けられた新しいタスクが利用可能
になるよ うに、 NPM の後で RBS モジュールをインス トールする必要があ り ます。

iManager を使用して作業する場合、 両方の種類のモジュールが単に 「モジュール」 と
呼ばれるこ と もあ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 Novell プラグインモジュールについ
て説明します。

iManager 2.6 にはベース製品が含まれていますがプラグインモジュールは付属していませ
ん。 プラグインモジュールは別にダウンロードする必要があります。 iManager 2.6 のベース
製品と統合されている base.npm モジュールで提供される機能は、 次のとおりです。

ディ レク ト リ管理

パーティシ ョ ンとレプ リ カ

ヘルプデスク

スキーマ

権利

ユーザ

グループ

NPM のバージ ョ ンは、 実行される iManager のバージ ョ ンと互換性がなければなり ませ
ん。 特定の NPM の iManager バージ ョ ン要件に関する情報については、 各製品のマ
ニュアルを参照してください。

プラグインおよびサポートに関連するマニュアルのリ ス トは、 『iManager 2.6 管理ガイ
ド』 の付録 A 「Novell プラグインモジュール」 に記載されています。
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Novell プラグインモジュールのダウンロードとインストール

iManager 2.6 には iManager 内でプラグインをダウンロードおよびインス トールする新機能
が用意されています。 既存のプラグインに対するアップデート またはインス トール時に
使用可能なプラグインがあるかど うかについて、 iManager 2.6 によ り
download.novell.com (http://download.novell.com/
index.jsp?product_id=&search=Search&build_type=SDBuildBean&families=2611&date_range=&k
eywords=&x=26&y=5) の検索が行われます。

注 : デフォルトでは、プラグインモジュールは iManager サーバ間で複製されません。必要なプラグインモ
ジュールは、各 iManager サーバ上にインストールすることをお勧めします。

重要 : 許可されたユーザが iManager の［設定］ページで［モジュールのインストール］役割を表示でき
ない場合は、『iManager 2.6 管理ガイド』の設定ページにプラグインモジュールのインストール役割が記述
されていない問題に関するトピックの手順に従って、configiman.properties ファイルを変更する必要があ
ります。

インス トール後のダウンロードでは、 ダウンロードが完了したこ とを示すダイアログ
は表示されません。

Novell プラグインモジュールのインストール 
1 iManager にログインします。

2 ［設定］ ビューで、 ［プラグインのインス トール］ > ［利用できる Novell プラグイン
モジュール］ の順にク リ ッ ク します。

3 NPM をダウンロード したか、 使用する NPM がローカルに存在する場合は、 ［追加］
をク リ ッ ク して、 plug-in.npm ファイルを参照します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。 ［利用できる Novell プラグインモジュール］ ページに戻
り ます。

5 plug-in.npm ファ イルを選択し、 ［インス トール］ をク リ ッ ク します。

ファ イルの場所は、 プラグインがローカルのものか、 novell.com からのものかを表
します。 Novell ダウンロードサイ トからプラグインをインス トールする と、 接続速
度やインス トールするプラグインの数によっては、 数分かかる場合があ り ます。

6 Tomcat を再起動します。

Tomcat を完全に初期化するために数分かかる場合があ り ます。 5 分以上経過した
後、 iManager にログインします。

プラットフォーム 再起動コマンド

NetWare® 6.5 以降 「TC4STOP」と入力します。1 分以上待ってから「TOMCAT4」と入力し

て、サービスを再起動します。

Windows Tomcat サービスを停止して起動します。

Solaris 「/etc/init.d/imgr stop」 と入力した後、

「/etc/init.d/imgr start」と入力します。

HP*-UX 「/opt/hpws/tomcat/bin/shutdown.sh」と入力した後、

「su www /opt/hpws/tomcat/bin/startup.sh」と入力します。

Linux 「/etc/init.d/novell-tomcat4 stop」と入力した後、

「/etc/init.d/novell-tomcat4 start」と入力します。

Mobile iManager Mobile iManager をシャットダウンし、再起動します。
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7 ［役割およびタスク］ ページに新しい役割が表示されるこ とを確認します。

新しい役割にメンバーを追加するには、 メンバー関連付け変更タスクを使用します。

RBS が設定されている場合

重要: 既存のプラグインを再インストールするには、［モジュール設定］>［RBS モジュールの削除］タスク
を使用して、そのプラグインの rbsModule オブジェクトを eDirectory から削除しておく必要があります。

RBS が設定されている場合は、 次の操作を実行します。

1 iManager にログインして、 ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

2 ［役割ベースのサービス］ > ［RBS の設定］ の順に選択します。

［iManager 2.x コレクシ ョ ン］ タブページのテーブルに、 日付が古いモジュールがす
べて表示されます。

3 これらを更新するには、 更新するコレクシ ョ ンの ［日付が古い］ 列の数字を選択し
ます。

古いモジュールの一覧が表示されます。

4 更新するモジュールを選択して、 テーブルの上部にある ［更新］ をク リ ッ クします。

NPM のアンインストール

1 iManager の ［設定］ ビューをク リ ッ ク します。

2 ［プラグインのインス トール］ をク リ ッ ク し、 ［インス トールされている Novell プラ
グインモジュール］ をク リ ッ ク します。

3 削除するプラグインを選択します。

4 ［アンインス トール］ をク リ ッ ク します。

5 Tomcat を再起動します。 （前のコマンド表を参照してください。）

TID #10096957 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10096957.htm) の手順
に従って、 手動で Novell プラグインモジュールを削除するこ と もできます
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5 iManager 2.6 のアンインストール

このセクシ ョ ンでは、 次のプラ ッ ト フォームにインス トールされている iManager をア
ンインス トールする方法について説明します。

HP-UX

Linux

NetWare®

Solaris

Windows

重要 : 安全対策として、iManager をアンインストールする前に、残しておくすべてのカスタムコンテンツや
他の特定の iManager ファイルをバックアップします。通常、カスタムコンテンツは webapps\nps\packages
ディレクトリに保存され、custom.npm と呼ばれます。

iManager または関連するサードパーティ コンポーネン ト をアンインス トールするため
の特別な手順はあ り ません。

これらのコンポーネン ト をアンインス トールする と何らかの影響が出る可能性があ り
ます。 たとえば、 Web サーバまたはサーブレッ ト コンテナをアンインス トールする と、
iManager を実行できなくな り ます。 NetWare を除くすべてのプラ ッ ト フォームの場合、
アンインス トール時は、 最初にインス トールされたファ イルのみが削除されます。 た
とえば、 Tomcat の実行中に作成されたログファ イルや自動生成設定ファイルなど、 ア
プリ ケーシ ョ ンで作成したファイルは、 アンインス トール時に削除されません。

同様に、 インス トール時に作成されたディ レク ト リ構造内に新しいファイルを作成し
たり既存のファイルを変更した場合、 これらのファ イルもアンインス トール時に削除
されません。 この方法は、 製品をアンインス トールする際にデータが誤って削除され
ないよ うにするために採用されました。

iManager のアンインス トールは、 ツ リー内で設定した RBS の設定には影響しません。
このアンインス トール手順では、 ログファ イルまたはカスタムコンテンツは削除され
ません。

HP-UX
アンインス トールする場合は、 ルートでアクセスする必要があ り ます。

1 シェルを起動して、 次のコマンドを実行します。

/opt/hpws/tomcat/webapps/nps/UninstallerData/
UninstalliManager

Linux
アンインス トールする場合は、 ルートでアクセスする必要があ り ます。

1 シェルを起動して、 次のコマンドを実行します。

/var/opt/novell/iManager/nps/UninstallerData/UninstalliManager
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NetWare 6.5
1 NetWare の GUI で、 ［Novell］ > ［インス トール］ の順にク リ ッ ク します。

2 インス トールされている製品のリ ス トから iManager 2.6 を選択し、 ［削除］ をク リ ッ
ク します。

Solaris
アンインス トールする場合は、 ルートでアクセスする必要があ り ます。

1 シェルを起動して、 次のコマンドを実行します。

/var/opt/novell/tomcat4/nps/UninstallerData/UninstalliManager

2 ［アンインス トール］ をク リ ッ ク します。

Windows
Windows から iManager をアンインス トールするには、 ［コン ト ロールパネル］ の ［プ
ログラムの追加と削除］ を使用します。 iManager のインス トール時に、 Apache、
Tomcat、 または NICI をインス トールした場合、 これらは ［プログラムの追加と削除］
に別々に表示されます。 これらをの使用を中止する場合は、 ［プログラムの追加と削
除］ を使って、 各プログラムを個別に順不同でアンインス トールするこ とができます。

重要 : iManager と同じサーバ上に eDirectory がインストールされている場合は、eDirectoryTM を実行する
ために NICI が必要になる場合があります。

iManager 2.6 を削除する場合は、 ファイルシステム内の一部のファイルのみが削除され
ます。 すべての iManager ファイルを削除するかど うかを確認するプロンプ トが表示さ
れます。 ［はい］ を選択する と、 カスタムコンテンツを含むすべての iManager ファ イル
が削除されます。 ただし、 2.6 RBS オブジェク トは eDirectory ツ リーから削除されず、
スキーマは同じ状態のまま残り ます。

Mobile iManager
Mobile iManager をアンインス トールするには、 ファ イルを展開したディ レク ト リ を削
除します。 NMASTM と NICI ファ イルはサーバ上に残り ます。
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